
火災発生時の対応マニュアル 
 

 

自動火災報知設備鳴道      火災発見 第 1 発見者「火事だ」と大声で叫ぶ 

 

 

     確  認       通  報       初 期 消 火    避 難 誘 導 

  ○ 自動火災報知設備の  ○ 第 1 発見者また   ○ 消火担当者は、   ○ 避難誘導担当者 

  受信機の近くにいる     は通報担当者が、    消火器による消火    は、大声で避難場所 

  者は、火災発生場所     １１９番通報      活動          を指示する。 

  の確認をし、現場の    ①住所、施設の名称   ① 電気火災は、感   ① 出火場所からでき 

  状況を確認する。     ②建物の状況       電の心配があるた    るだけ離れ、煙など 

              ③逃げ遅れの有無     め、ブレーカーを    の被害が出ない経路 

 ➃通報者の氏名、電話    落とし、電源を遮     を知らせる。 

 番号           断してから消火す   ② ハンカチ等を鼻と 

                             る。          口に当て、煙を吸わな 

                                         いように姿勢を低く 

                                         した避難を指示する。 

 

情 報 伝 達     情 報 伝 達      情 報 伝 達 

  ○ 現場を確認した者   ○ 通報担当者は、    ○ 消火担当者は、    情 報 伝 達 

   は、自衛消防隊長     建物内にいる人に     開いている窓や    ○ 避難誘導担当者は 

(園長)に連絡する。     火災が発生したこ     出入口を閉め、火    重要物品を持ち出し 

             とを知らせる。      元を遮断する。     安全な場所に避難 

            ○ 通報担当者は、                 する。 

             自衛消防隊長(園長)               ○ 自力で避難できな 

                          に連絡する。                   い人を避難場所まで 

                                      搬送する。 

 

 

 

 

 消防隊 到着          避難場所に集合・待機 

                ○ 通報担当者は      ○ 負傷者はいないか。 

                 消防隊に情報提供     ○ 誘導は間に合っているか。 

                 する。 

                ①全員避難したか。 

                ②負傷者はいないか。         避難人数の確認 

                ③出火場所、初期      ○ 各担任は、クラスの避難人数を確認し、 

                 消火の状況等        自衛消防隊員(園長)に報告する。 

 

 

 

 ○ 自動火災報知設備のベルが鳴りだした場合は、受信盤で出火場所の確認を行い、または、自動 

    火災報知設備のベルが鳴りだす前に、火災発見者等からの火災の連絡を受けた場合は、直ちに 

    １１９通報をする。 

   ○ 自動火災報知設備のベルが鳴りだしたり、火災発生の確認をしたりしたら、園内放送等により、 

    火災が発生したことを知らせる。 


